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2021 年度末報告書（実行団体） 

● 提 出 日  ：  2022 年  4 月  14 日  

● 事業名 ： 外国ルーツ青少年(高校生)向け進路・キャリアの支援・相談およびロールモデルコミュニティ創出事業  

● 資金分配団体 ：公益財団法人日本国際交流センター 

● 実行団体 ：特定非営利活動法人 glolab 

● 新型コロナウイルス対応緊急支援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 無 

 

① 実績値 

【資金支援】 

アウトプット 指標 目標値 

 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗状況

＊ 

 

外国ルーツ青少年が抱え

る課題がまとめられ、オン

ライン用の相談ツールが

開発・公開される 

① 診 断ツ ー ル を 用 い て 質

問・相談した生徒数 

② 診 断ツ ー ル を 用 い て 質

問・相談した教員数 

①250 名 

 

②100 名  

2023/3 

 

①2 名 

 

②2 名 

①3 

②3 

 

オンラインによる外国ル

ーツ青少年にかかわる進

路・キャリア関連情報が提

供される 

①動画ｺﾝﾃﾝﾂ作成数 

②ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ記事作成数 

③進路・ｷｬﾘｱ情報記事数 

④会員登録者数 

①120 本 

②30 本 

③20 本 

④1000 名 

2022/12 

 

①136 本 

②19 本 

③0 本 

④280 名 

①1 

②2 

③3 

④3 

高校教員等向けの相談、事

例報告会が実施され、教員

①事例報告会開催数 

②相談対応をした教員・支

①2 回   

②5 名/月 

2023/3 ①4 回   

②2022 年度のフォローアップ予定 

①1 

②4 
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等が外国ルーツ青少年対

応に必要な知識とスキル

を獲得する。 

援者数 

③事例報告会に参加する教

員・支援者数 

④事例報告会の理解度 

③50 名/回 

④ 事 例 報 告

会 に 参 加 し

た 80％以上

の 教 員 が そ

の 内 容 を 理

解 

 

③平均 25 名（各回 6 名―51 名と変動あ

り） 

④91%(アンケート回答者のみ) 

 

③3 

④2 

外国ﾙｰﾂ青少年向けに進路

相談会等が実施され、進路

情報や生徒の悩みや問題

を共有する場となる。 

①ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催数 

②ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加生徒数 

③個別ﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞ対応生徒数 

 

①6 回/年   

②15 名―20

名/回 

③30 名 

2023/3 ①9 回/年   

②平均 7 名（各回 6 名―15 名と変動あ

り）  

③0 名 

①1 

②3 

③3 

 

外国ルーツ青少年もしく

は高校教員等が診断ツー

ルを用いて相談を受け、専

門家につながる。 

①診断ツールを用いて専門

家と繋がった数 

 

①50 名 2023/3 ①0 名 ①3 

 

社会人や学生が進路・ｷｬﾘｱ

に関する glolab の活動に参

画し、主体的に活動して、

生徒の相談役を担う 

①社会人および学生の参加

者数（のべ人数） 

②支援生徒数 

①60 名 

②30 名 

 

2023/3 ①24 名 

②15 名 

 

①2 

②2 

 

 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 

1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の見込み 

  3.課題がある 

2.アウトカムの状況 

A：変更項目 

変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの目標値 

 

3. 活動に関する報告 

活動２年目となる 2021 年度は、動画等のコンテンツ制作およびキャリアプログラムの実施に注力をした。当初は学校現場に複数のコンテ

ンツを提供することを目指していたが、コロナ渦も相まって学校現場に入ることが困難となったため、方向を切り替え全国の支援団体等に

対象を広げることとした。この方向修正を踏まえて、各コンテンツの提供だけでなく付加的なプログラムの提供と組み合わせ完結した形を

とることが望ましく、そのためのブラッシュアップに時間を割いたため、進捗状況において当初の計画より遅れている側面がある。 

①  LINE 診断ツールと LINE 相談 

LINE 診断は、外国籍人口の多いまたは増加中のタガログ語、ネパール語、ベトナム語をあらたに追加した。glolab の主催するオンライン勉

強会に参加したスクールソーシャルワーカーや日本語教員が、担任に紹介して生徒とともに使用し進路指導に活かす例が２例あった。ま

た、相談については、当事者をはじめ、日本語教師、公立高校の教職員などから届き、進路指導や学校での日本語指導、生徒とのコミュニ

ケーション等、現場の教職員がさまざまな課題を抱えていることがわかった。また、glolab の相談員がはいったことで、進路がきまったり

在留資格上の課題が判明し解決したりするなど成果があがった。一方で、進路選択に重大な影響を及ぼす課題を抱えた生徒に関する相談も

あり、glolab の支援プラットフォームの必要性を感じた。一方、アウトプット１（診断ツールを用いて質問・相談した生徒数および教職員

数）と５（LINE 診断ツールを用いて専門家と繋がった数）は目標値を下回っている。この原因は、支援者へのヒアリング等から、生徒が直

接 LINE 診断ツール、LINE 相談にアクセスする前に、自身の状況や課題を把握する重要性を生徒自ら認識、理解する機会が必要だというこ

とがわかった。そのため、支援プラットフォームに LINE 診断を組み込んで、いかに支援者・教職員に周知を図ることができるかが今後の

課題である。 
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最終年度では、上記の成果が見込める可能性と、現在の課題を踏まえて、LINE 診断ツールの活用の方法論、戦略を見直し、プログラムのパ

ッケージ化やターゲット対象を見定め、成果を図っていく。 

② 情報提供  

多言語進路キャリア支援動画の制作 

進路選択に関する情報取得の課題に対応するため、多言語の進路キャリア支援動画の制作を多言語化も含めて 2020 年度に引き続いておこ

なった。 

ライフストーリーリライト教材の配信 

2020 年度から外国にルーツを持つ社会人をインタビューし、壁を乗り越えた経験や考え方、行動規範を語ってもらい、記事を配信してい

る。2021 年度は、日本語が母語ではない生徒にも理解しやすいようにわかりやすい日本語にリライトした教材の配信を開始した。教材だ

けではなく、教材の使用方法などもあわせて公開した。結果、公立高校の日本語教室等（9 件）の授業で使用された。特に都立 T 高校から

は、授業使用後のフィードバックが届いた。「同じ T 高校の卒業生の教材があり、生徒が意欲的に取り組んだ」「馴染みのない語彙もあった

が、居場所など、生徒たちがこれから必要だと思う語彙もあり議論することができた」という前向きなフィードバックに加え「自分につい

て向き合う問いは、複数回数を重ねたり、１対１で向き合ったりするなど工夫が必要だった」という意見も届いた。2022 年度は、導入現場

からより多くのフィードバックをあつめて、内容のブラッシュアップに努めていく。 

一方、関連情報の発信においては、facebook コミュニティの開始による進路関連情報の発信の開始が遅れているため、今年度は当初の目標

より下回っているが、2022 年 5 月～6 月に開始する予定であるため、情報発信を図っていく。 

③支援者向けオンラインセミナー 

在留資格と進路をテーマにしたオンラインセミナーを開催した。２回目となる今回（9 月 5 日）は、glolab に寄せられた相談事例をテーマ

にどのような支援対応がもとめられるか弁護士の協力のもと実施した。全国から参加があり、集住地区と都市部では課題に相違があること

がわかった。参加者からは在留資格による制限や生徒への対応方法（会話の仕方）など知らなかった知識を学べたという声が 30 件ほど寄

せられた。また、glolab が制作したコンテンツを広めるための場として動画紹介セミナーを開催し、マインドセット編（10 月 31 日）、進学

編（11 月 23 日）、ロールモデル編（12 月 12 日）を開催し、各回２０名程度の支援者が参加した。Youtube の登録者は現在７８名である。 

2022 年度は、セミナー参加等を通じて実際相談対応を行った教員、支援者数を把握することで、活動の波及効果を図っていく。 
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③外国ルーツ青少年を対象としたキャリア形成支援 

アウトプット４（ワークショップの生徒平均参加数、個別メンタリング生徒数）は目標値を下回った。自主事業の「みらいチャレンジプ

ログラム」は、学校関係者や支援団体に説明会を実施した。しかし、開催初年度で実績がないこと、新しい試みであることから、支援者

や教職員の理解を得るのが難しかった。幸いにも、エスニックコミュニティーでの説明会を実施したことで参加者が集まったが、目標人

数には達しなかった。また学校現場については、コロナ渦もあり、新たに学校現場を増やすことができなかった。個別メンタリングにつ

いては同じく新型コロナ拡大のため、「みらいチャレンジプログラム」は、オンライン実施が中心となり参加者への個別サポートが難しく

メンタリングの場は作ることができなかった。 

みらいチャレンジプログラム 

地域社会をキーワードに多様な生き方や考え方に触れ視野を広げ将来を考えるきっかけを作ることを目的としてプログラムをスタートし

た。初年度は他の助成金とも組み合わせ、プログラムの展開可能性を検証する側面が強かった。中学２年生から高校３年生７名の参加を得

た実施した今年度のプログラムでは、夏休みに次世代教育に熱心な北海道十勝郡浦幌町の非営利団体や社会人と連携のもと、地域社会から

知る新しい仕事や多様な生き方暮らしを知るワークショップを実施し、10 年後の自分の将来像の発表などを行なった。その後、ワークシ

ョップのフォローアップとして、10 月、12 月、３月に事後学習を実施した。3 月の合宿では、新型コロナの感染拡大で浦幌町での実施を

断念し鎌倉で対面合宿を実施した。参加者から「浦幌町は”食“の町なので、消費者に届くまでの過程が知りたい」という希望を叶える形で、

酪農をキーワードに物事を複眼的にみたり、これからの仕事のあり方を考えたりするワークショップを実施した。さらに、外国にルーツを

持つ glolab スタッフのファシリテーションのもと、自分のルーツに対する考えや想いを共有する時間も作った。参加者の中には、夏休み合

宿後、高校卒業の進路について自分で調べ始めるなど行動変容が見られた。また、ワークショップのファシリティトを参加者にまかせるこ

とで、参加者の積極性も増した。全体を通してキャリアを考える上でのロールモデルの具体的な形として glolab スタッフや参加した社会人

のマインドセットや行動規範を共有することで、参加者が将来設計について考えるきっかけを作った。また、分業化されていない地域社会

やソーシャルビジネス、酪農産業を探求し、仕事や生き方を様々な角度から深く学ぶことができた。オンラインという制約もあったが、９

ヶ月間時間をかけて参加者に伴走したことで、心理的安全・信頼関係を構築、対話を繰り返す等の実践によって、効果を生むことができた

と言える。 

六郷工科高等学校定時制 
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六郷工科高等学校定時制で進路の授業を３回行なった。教職員との連携のもと、１回目は在留資格のワークショップ、２回目は同じルーツ

を持つロールモデルとの対話、３回目は 1 年間の達成したことを共有するワークショップを実施した。参加生徒は６名だった。動画を使用

した在留資格のワークショップでは、新しい知識を得た生徒がいたり、教職員も知らなかった在留資格上の問題を相談する生徒もいたりし

た。３回目のワークショップでは自己効力感を上げるため、1 年間に達成したことを教職員もふくめ共有し、お互いを肯定するワークを行

なった。回数時間数とも限定的であったが、生徒が抱える課題等の発見につながった。 

⑤生徒や親への個別の通訳・相談対応（記載ください）

高校進学の相談、公用の在留資格から就労可能な在留資格への切り替えの相談、家族滞在の在留資格での奨学金受給の可能性の相談など相

談が入った。地域は東京都以外からも入り、オンラインで相談・通訳対応を行った。いずれもエスニックコミュニティーからの紹介、LINE

診断を知った東京都のユースソーシャルワーカーの紹介によってつながったケースだった。通訳相談対応件数は、７件と少なく、相談窓口

の周知が課題である。 

⑥ロールモデルの獲得と研修（記載ください）

2021 年度、新規に活動に参画した外国にルーツを持つロールモデルは２名だった。１名は六郷工科高等学校定時制でのワークショップの

参加、もう１名はキャリア進路支援動画制作に参画した。ライフストーリーのインタビュー取材を受けたことがきっかけとなったケースも

あり、今後はインタビュー対象の社会人が活動に参画してもらうようなしかけを作っていきたい。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡大に対して、事業活動を行う際に工夫した点

みらいチャレンジプログラム 

当初 8 月の合宿は北海道浦幌町や東京での対面開催の予定だったが、ZOOM でのオンライン開催とした。ZOOM でも無理なく参加できる

ようにブレイクアウトルームを適宜利用し参加者に伴走した。また新型コロナ感染拡大の影響で北海道合宿を 3 月に延長したが実現かなわ

なかった。その代替案として神奈川県に場所を移し、浦幌町の酪農家をインタビューした動画を作成しワークショップに利用した。 

相談対応 

可能な場合は、オンライン対応とし、ZOOM を使用して相談者が安心できるよう通訳、相談スタッフの顔が見えるように工夫した。 

② 広報に関する報告

1. シンボルマークの使用状況

☐自団体のウェブサイトで表示している ☐広報制作物に表示している

☐報告書に表示している ☐イベント実施時に表示している その他

→「その他」を選択した場合は記載してください（自由記述）：2021 年度はシンボルマーク（要追記：文章が完結していない）

2. 広報

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等）

東京都多文化共生ポータルサイト  れすぱす 2021 年 8 月号 https://tabunka.tokyo-tsunagari.or.jp/lespace/close/close_2108.html 

東京都社会福祉協議会 福祉広報 2 月号 https://www.tcsw.tvac.or.jp/php/contents/book.php?key=101141 

2.広報制作物等

2021 年 9 月 事業案内 DM  468 通 

3.報告書等

about:blank
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  なし 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等）

-1- 9 月 5 日 外国にルーツを持つ高校生の進路支援勉強会 ～在留資格に関する課題について～

進路指導にかかわる在留資格の課題に関する事例報告会 参加者 約 50 名 

-2-動画のあれこれ紹介セッション Vol.1~進路準備のヒント~

進路を考えるためのマインドセットを学ぶ事例と動画紹介 参加者 約 30 名

-3-動画のあれこれ紹介セッション Vol.2~進路準備のヒント~

授業で進路情報を提供する事例と動画紹介 参加者 約 20 名

-4-動画のあれこれ紹介セッション Vol.2~進路準備のヒント~

ロールモデルとの出会いの創出と動画紹介 参加者 約 15 名

④規程類の整備に関する報告

1. 事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。

☐完了 整備中

2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く一般公開していますか。

☐全て公開した ☐一部未公開 未公開

→「一部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定日：WEB サイト掲載ページを整備中/2022 年 5 月末予定

3. 変更があった規程類に関して資金分配団体に報告しましたか。

はい ☐いいえ

→「いいえ」を選択した場合の理由：

⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告
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1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。

はい ☐いいえ

→「いいえ」を選択した場合の理由：

2. 内部通報制度は整備されていますか。

はい ☐いいえ

→「はい」の場合の設置方法（複数選択可）：☐内部に窓口を設置 ☐外部に窓口を設置 ☐ JANPIA の窓口を利用

3. 利益相反防止のための自己申告を定期的に行っていますか。

はい ☐いいえ

→「いいえ」を選択した場合の理由：

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を行っていますか

はい ☐いいえ

→「いいえ」を選択した場合の理由：

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。

はい ☐いいえ

→「いいえ」を選択した場合の理由：

6. 報告年度の内部監査又は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む）

内部監査を実施 ☐外部監査を実施 ☐実施する予定がない

→「実施する予定がない」を選択した場合の理由：
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1 枚２MG 以下、3～4 枚程度） 
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